
※農水省所管事業版

令和４年度公共事業再評価調書 担当課名　 漁港整備課

24

工事着手年度 24

(1)事業目的

(2)事業内容

(1)事業を巡る社会経済情勢等の変化

(2)事業の投資効果

(3)事業の進捗状況

評価

評価

(1)対応方針

本事業を（　継続　・　見直し後継続　・　中止　）する。

(2)理由

　本事業は、防災港湾としての機能向上を図るものである。近年、切迫する南海トラフ
巨大地震や東海地震等の発生が危惧され、津波から住民の生命と財産を守る早急な対策
が求められている。さらに、事業の投資効果も見込まれ、地元や関係者の事業に対する
期待も大きいため、今後の事業の進捗が見込めることから、事業を継続する。

　令和４年度末事業進捗率（見込み）

　南防波堤　延長：150ｍ

　北防波堤　延長：150ｍ

　　事業費進捗率：89.4％（1,042百万円／1,165百万円）

　　事業量進捗率：86.6％（南150m＋北110m／南北計300m）

継続が妥当　・　視点３による見直し後継続が妥当　・　継続は妥当ではない

継続が妥当　・　視点３による見直し後継続が妥当　・　継続は妥当ではない

　本事業による防災港湾の防波堤の耐震・耐津波対策について、東日本大震災以降、緊
急物資輸送にかかる重要な事業であり地元からの期待も大きく、防波堤の機能強化工事
の早期完成が求められている。今後も計画的な事業進捗により、令和５年度までの計画
期間内に完成が見込まれる。

（コスト縮減について）
　工種が限定されており、代替案立案の可能性は低いが、当該防波堤に既設されていた
ブロックを撤去せず、本事業に一部再利用することで、コスト縮減を図っていく。

　平成24年度に策定された「静岡県第4次地震被害想定」に基づき、当該防波堤の越波越
流対策、流速対策が必要になり、防災港湾としての機能確保や、港内静穏度確保のた
め、本事業を早急に完了するよう地元から継続して要望を受けている。

資料2(様式1)

番号 29

事　業　名 水産物供給基盤整備事業（漁港施設機能強化事業） 事業主体 静　岡　県

地　区　名 妻良地区 関係市町村 南伊豆町

事業採択年度 平成 年度 計画期間 平成24年度　～　令和５年度

再評価理由 事業採択(H24)後10年間が経過した時点で継続中 平成 年度

事　業　費
（百万円）

全体計画事業費 ～R2年度 R3年度 R4年度見込 R5年度以降

1231,165 722 150 170

　防波堤の粘り強い化への改良の実施により、多重防護による背後地域の被害低減、被
災後の漁業活動の早期復旧、漁港近隣地域の孤立解消を図る。

　費用対効果：B/C=3.6　経済的内部収益率：EIRR=45.4％

北防波堤L=40m

事　　業

概　　要

事　業　量 南防波堤L=150m,北防波堤L=150ｍ
南防波堤L=150m
北防波堤L=35ｍ

北防波堤L=35m 北防波堤L=40m

【視点１】

事　業　の

必要性等

【視点３】

コスト縮減・
代替案立案等

の可能性

対応方針

【視点２】

今　後　の

事業の進捗

の見込み
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妻良漁港　漁港施設機能強化事業

１．分析設定

　・費用対効果分析の基本的な考え方

「港湾投資の評価に関する解説書2011」

（漁港関係デフレーターは令和3年3月改正版））

　・社会的割引率　　　４％

２．分析結果

　総括表

救援物資輸送費用増大の回避

　事業を実施しない場合に想定される輸送費用

漁港施設復旧費用の低減

　事業を実施しない場合に想定される復旧費用

総費用Ｃ ［建設費］　＋　［評価期間内に必要な維持管理費］ 13.3億円

Ｂ／Ｃ 費用便益比 3.6

EIRR 経済的内部収益率 45.4%

　総便益

○「救援物資輸送費用増大の回避」

　　　便益計　＝　Σ　各年の救援物資輸送費用／(1+0.04)
n

=2.2億円

○「漁港施設復旧費用の低減」

　　　便益計　＝　Σ　各年の漁港施設復旧費用／(1+0.04)
n

=46.0億円

　総費用

=13.3億円

費用対効果の算出説明書

2.2億円

　各年の救援物資輸送費用を割引率4%、評価対象期間50年（事業完了後50年）とし、現在価値化する。

全体事業費　13.3億円（事業費12.3億円、維持管理費1億円）

46.0億円

総便益Ｂ

　各年の漁港施設復旧費用を割引率4%、評価対象期間50年（事業完了後50年）とし、現在価値化する。

　費用計　＝　Σ年間建設費／(1+0.04)
n
　＋　Σ年間維持管理費／(1+0.04)

n
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〇
舞阪漁港 ◎

福田漁港

静浦漁港●

妻良漁港◎

港湾局漁港整備課 再評価 箇所一覧

【再評価案件】

事業名 箇所名

海岸保全（高潮）事業 焼津漁港海岸
漁港機能強化事業 妻良漁港

〇焼津漁港

網代漁港

〇

●稲取漁港

戸田漁港●

漁港種別 県管理 市町
管理 合計

第４種漁港◎ ２ ― 2

第３種漁港○ ３ 1 4

第２種漁港● ３ 6 9

第１種漁港■ ― 33 33

8 40 48
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※県管理漁港︓漁港名あり

（再）焼津漁港海岸
海岸（高潮）事業

（再）妻良漁港
漁港機能強化事業

妻良漁港

南防波堤(改良)

北防波堤(改良)

事業主体：静岡県
事業期間：平成24年度～令和５年度
事業費 ：1,165百万円
事業量 ：南防波堤(粘り強い化改良) L=150m

北防波堤(粘り強い化改良) L=150m

漁港施設機能強化事業 妻良地区 事業概要図

事業概要

（再）－港湾－33



●事業効果

• 妻良漁港は、被災時に救援物資を受け入れる防災港湾である。
• 防波堤を改良し、地震発生時に港内に侵入する津波エネルギーを

減少させ、救援物資を陸揚げする耐震強化岸壁の機能が発揮する。
• 侵入する波の流速対策をすることで、港内静穏度確保を図る。

 漁港施設および背後地域の安全性確保のため、事業の継続は必要
であるといえる。

耐震強化岸壁

津波エネルギーを低減し、
漁港施設・背後地域を防護

防波堤

事業継続の必要性

-19.00

+7.50 1: 1

1:1.5

≒-17.9m(測量地盤高

1:2.0

-11.40

捨
石
荒
均し

±
30cm

捨石荒均し±30cm 被覆ブロック設置(ペルメックス4t型)

捨石投入(500～700kg/個)

-4.10

既設被覆ブロック撤去(8t)

捨石荒均し±30cm

捨石荒均し±30cm

捨石投入(500～700kg/個)

被覆ブロック設置(ペルメックス4t型)
1:1.5

(30～200kg/個) (500～700kg/個)

4700 10950 1500

防波堤標準横断面図

被覆ブロック設置

被覆ブロック設置
捨石投入

捨石投入

消波ブロック 防波堤ケーソン
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